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「人の歩む道は主の御目の前にある。その道を主はすべて 

計っておられる」 

                           箴言 ５：２１ 

 
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

会   長  柏原佳子 

直前会長  柏 原 佳 子 

副 会 長  島 田  恒 飯 田 義 雄 

書 記  堀江哲次 井上雅司 福原吉孝    

会 計  羽 太 英 樹 堤 清 

監 事  都 筑 省 三 町 永 昭 五 

連絡主事  小 川 勝 之 

六甲部ファンド事業主査 吉 岡 浩 一 

 

9 月度強調月間はＭｅｎｅｔｔｅ 

飯田ふみ子 
なにも分からないままメネット会の委員を引き

受けさせていただきました。未だ芦屋ワイズには

正式にメネット会は発足していません。今まさに

生みの苦しみと新しく誕生したときの夢を追い

かけている途中です。この一年余り他クラブの

多くのメネットの方と交わることが出来感謝いたしております。

芦屋クラブのように未だメネット会の無いクラブが多いと伺ってい

ますがワイズの活動にはメネットの理解と協力が無くてはならな

いと考えています。幸いクリスマス、地域のさくら祭り、10 周年

記念行事等を通じて少しずつメネット同士の親睦とメンを支え

る基盤が出来つつあるかなと思っています。今年度の事業主

題「小さな奉仕は大きな喜び」「地域へ広げよう！メネットの願

い」を心に豊かなワイズメネットライフが実現出来る企画をし、

まだまだ小さな歩みですがメンと共にクラブの活性化と地域奉

仕が少しでも実現できればと思っています。力不足の私ですが

皆様と共に確かな歩みを続けます。今後ともご指導宜しくお願

いいたします。     

―メネット同志の親睦を深めると共に、ワイズの一員として 

メネットも積極的に例会に参加しましょう。メネットを中 

心にメネットも楽しく参加できる例会を企画しましょう。― 

                   田上かつみメネット事業主任 

  

 

 

 

 

 

主   題 
国際協会会長   「希望の灯（ともしび）となろう」 
V.Ｓ. Bashir ”Be the Light of Hope” 

アジア地域会長   「希望の灯（ともしび）となろう」 
Rita Hettiarachchi ”Be the Light of Hope” 

西日本区理事     「思いやりを持ってワイズライフを！」 
佐 藤 典 子 ”Enjoy Y’life with consideration !” 

六甲部部長      「悠々として急げ」ワイズライフ 
山 口 政 紀    ”Festina Lente !” 

芦屋クラブ会長     「凛として・・・」 
柏 原 佳 子    ”Onward Valiantly ” 

９月第１(メネット)例会プログラム 

と き： 2008 年 9 月 16 日(火) 19：00～21：00 

と こ ろ： ホテル竹園芦屋 ３階 

司 会： 桑野友子          （敬称略） 

受 付： 渡辺倫子・羽太英樹 

１． 開会点鐘 飯田メネット会長 

２． クラブソング斉唱 一同 

３． 聖書朗読 島田保子 

４． ゲスト・ビジター紹介 柏原佳子 

５． 食前感謝  飯田ふみ子 

６． 食事・歓談  一同 

７． ニコニコ  ドライバー 

８． バィオリンの夕べ 高山沙織 

    「みんなで歌いましょう」 

９． 六甲部部長の挨拶 山口政紀 

10． 六甲部広報主査事業報告 石田由美子 

11． ＹＭＣＡニュース 小川勝之連絡主事 

12． 誕生祝い  飯田メネット会長 

     飯田義雄、井上惠子、井上雅司、由田克己 

13． ニコニコ献金報告 福原吉孝ファンド委員 

14． 閉会点鐘 飯田メネット会長 

在籍会員数 20 名 第 1 例会総出席数 17 名 

第１例会出席会員 16 名 メネット 1 名 

メイクアップ ２名 コ メ ッ ト ・ マ ゴ メ ッ ト   名 

出席率 90％ ビジター・ゲスト 名 

ニコニコ 12,947 円 23,744 円 

８
月
例
会
出
席
表 

ＢＦ切手 吉岡 
累計 
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８月第１例会報告 

日時： ２００８年８月２０日（水）１９：００～２１：００ 

場所： ホテル竹園芦屋 

司会： 小川勝之                  （敬称略） 

出席者： 飯田、上野、大澤（メン＆メネット）、小川、柏原、

加輪上、桑野、島田、都築、堤、羽太、福原、堀

江、町永、由田、渡辺  

８月の例会は芦屋クラブ

メンバーのみの参加にて、

定刻１９：００に始まりまし

た。メンバーだけの例会と

なりましたが、大澤メン＆

メネッが出席され楽しい例

会となりました。食事、歓

談後、町永メンから「私の

１０年」と題してスピーチをしていただきました。資料を基にお話

を進められたのですが、それには細かく１５年単位で同メンの少

年時代からアメリカ、大学教員時代そしてワイズメンズクラブと

の出会いを分かりやすく簡

潔に記されていました。ま

た、町永教授としての専

門の金融論を交えて語っ

てくださったことも新鮮でし

た。本当の専門家の話ほ

ど素人には分かりやすい

のですね。また「終戦を迎

え心から嬉しかった」と心情を語られたことや、芦屋クラブ会長

に就いたとき、研修で「会長はかくあるべき」という話を聞いてす

ぐに「自分にはそんなことは出来ないが、リレー走者として次に

バトンタッチする役割は果たそう」という堅実な姿勢も町永メン

のお人柄の現れだなと思い印象に残りました。また、芦屋クラブ 

１０周年を迎えて、多くの方がこれまでの芦屋クラブの歩みを

「失われた１０年」として語られるのに対し、町永メンは「平坦で

抑揚のない集団は長続きしない。芦屋クラブの歩みは自分に

とって豊かな１０年でした」と評されました。最後に町永メンへの

感謝の拍手をもってスピーチを終了しました。 

引き続き７月２３日に行われた第二例会の議事録が得満場

一致で承認されました。その後六甲部会およびクラブ研修会

の出欠の確認がされましたが、最終的には８月第二例会にて

確認されることとなりました。YMCA ニュース後に８月の誕生日

の方が紹介され、上野

メンが習いたてのウクレ

レでの伴奏を披露され、

それにあわせて？ハッピ

ーバースデーの歌を歌

いました。今後はウクレ

レ伴奏が恒例となるの

でしょうか。あっという間

に楽しいひと時が過ぎ、９時過ぎに柏原会長の閉会点鐘にて

会を終了いたしました。                小川勝之 

８月第２例会報告（抄） 

日時： ２００８年８月２７日（水）１９：００～２１：００ 

場所： 芦屋市民センター ２０４号室 

出席者： 飯田、井上（雅）、上野、小川、柏原、桑野、羽

太、町永、吉岡（９メン） 

◇クラブ研修会 

日時： ９月６日（土） １３：００～１６：５０ 

終了後１７：３０より懇親会 

場所： 芦屋市民センター ２０１号、２０２号室 

懇親会場は別途案内 

◇０８～０９年六甲部部会 

日時： ９月２０日（土）～２１日（日） 

場所： ＹＭＣＡ余島野外活動センター（小豆島） 

参加者： 飯田・上野・柏原・桑野（４メン） 

◇じゃがいもフアンド（十勝産男爵） 

現地出荷価格並びに送料の高騰により、販売価格を昨年 

より１００円値上げして１０ｋｇ１ケース ２，３００円とする。 

◇ＩＢＣ報告 

ＩＢＣの候補としてオーストラリアのエチューカクラブと連絡、 

進捗状況は逐次報告。 

◇西中国部部会、京都部部会の開催案内 

西中国部部会８月３０日（土）＝報告通り 

京都部部会９月１４日（日） 参加者： 柏原会長、上野メン 

（鈴木次期理事キャビネット）、 桑野ウィメン（芦屋クラブ） 

◇７月度会計報告 

鈴木次期理事（神戸ポート）並びに次期理事キャビネットと 

して芦屋クラブから選任された上野次期書記、柏原次期事 

務局長、吉岡事務局スタッフに対する支援に関して、具体 

的支援内容を今後検討する。 

◇ 「ワイズ必携」 －ＬＴの為の副読本― が７年ぶりに 

リニューアルされる。「ワイズ必携」は「ワイズ理解の手引き書」 

で、全員購入が望ましい。（一冊１，０００円） 

井上雅司（書記） 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＢＣ情報 

柏原会長から南太平洋エリア会長兼ＡＳＤ/ＩＢC（エリア  

ＩＢＣ担当事業主任）のアジアエリアＡＳＤ/ＩＢC 宛ての

ECHUCA Y SERVICE CLUB/芦屋クラブ間の正式ＩＢＣ 

申請書が添付されたE-mailがＣＣで届いたとお知らせがあり

ました。 私がお話した MR.＆Ｍrs.Noel Scott さんや    

オーストラリア区理事の Mr.&Mrs.JohnPontefract さんから

夏休みが終わり次第何か反応があろうかと待っていたのです

が、先方は我々の意向を真剣に取り上げて下さり、多分 

彼等の例会での決議を経て正式申請に至った事と思われ

ます。 嬉しいではありませんか？！と、いう訳で、私自身 

未だ直接関係者に何の便りもしておりませんが、取り敢え

ず、第一報致します。 

芦屋クラブ交流事業担当 吉岡 浩一 
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９月はメネット強調月間 

９月メネット例会のためのメネット会を竹園ラルーで行いました。

当日はあいにくの雨でしたが、厳しい暑さも一休み、開会のお

祈りで始まりました。 

会の主な相談は、9 月のメネット会の企画に関することでした。

短い時間のなかですが、高山沙織さんにバイオリン演奏をして

いただくことになりました。 

第二の相談事項は、9 月 22 日午後 2 時から 3 時 30 分まで

開催される六甲部会の合同メネット会のことです。神戸

YMCA余島キャンプ場レストランで「小さな奉仕は大きな喜び」

というタイトルで行われます。水野総主事による「発達障害児

への取組み」という講演が予定されています。参加希望の方は、

柏原会長か飯田メネット会長にお申し込みください。 

飯田さんがお作りになった素敵な一筆書きの作品を見せてい

ただき、大いに啓発されて、メネット達で今年のクリスマスカード

を作ってみようかということになりました。 

参加者は、柏原・飯田・桑野・渡辺さんと島田でした。話は大

いに盛り上がり、とても楽しい会となりました。    島田保子 

「みどり基金」 

芦屋ワイズのメンバーである大澤二朗メンが１９８８年に春日

町に立ち上げられた「芦屋みどり福祉会」では障害者の就労

を支援する「芦屋みどり福祉作業所」と障害者の共同生活

介護のためのケア・ホーム「芦屋みどりホーム」のふたつの事業

を展開されています。「作業所」では芦屋市、兵庫県より委託

されて市内シーサイドタウン他公共施設の清掃作業をしたり、

屋内での手作り雑巾などの作業を通じて障害者の支援をされ

ており、「ホーム」事業ではこの 6 月に新しい建物が完成し、障

害者たちが共同生活をしています。 芦屋ワイズメンズクラブで

は地域環境事業として昨年度より「芦屋みどり福祉会」への

支援金（2万円）を始めま

したが、今年度からは積

極的にサポートしようという

ことになりました。 そこで

「みどり基金」を設け、支

援金 2 万円に加えて例

会毎にメンバーから献金

をしていただき（年間目標

3万円）支援しようというこ

とになりました。地元で社会奉仕をされている大澤夫妻の尊い

働きを覚えてご協力御願いいたします。       羽太英樹 

北欧デンマークの旅 

ワイズ世界大会の模様は先月ブリテンで詳しく報告された。そ

れとは別に、デンマークでの経験と、コペンハーゲン訪問の印象

を紹介してみたい。 

ご存知のように、デンマークは高負担・高福祉の国である。消

費税 25%をみても税負担の大きさがわかるし、所得税もわが

国に比べ高率である。反面、教育・医療・福祉は全部タダ、

税金で賄われている。前号で紹介されたように物価は高いが、

一人当たり GDP は経済大国日本の 1.5 倍の豊かさである。

所得に応じた高額税負担、平等な社会福祉の受益、デンマ

ークは貧富の差が限りなく小さい社会を目指している。教育の

成果からか、タクシードライバーはほとんど英語が達者で、税金

はよい社会のための当然の経費、納得して払っていると口を揃

えた。 

アメリカが、能力と業績に応じて限り

なく富の格差をつくりだし、それによっ

て刺激を与えて活力を生み出そうと

する社会とは対照的である。コペン

への車窓。どこまでも続く地平、広

大な畑と牧場、ゆったりと草を食む

牛や馬・・、デンマークには習うべき

社会モデルがあるのかもしれない。 

大会を一日抜け出し、西宮小野メ

ンとコペンへ出かけた。目当てはデン

マークが生んだ哲学者キルケゴールの足跡を辿ること。著作・

遺品・お墓・銅像・・、若い頃から自分の人生に影響を残して

くれたキルケゴールに思いを馳せた。混乱する 19 世紀半ば、マ

ルクスやウィリアムズ（YMCA 創設者）がロンドンで社会活動を

展開する頃、キルケゴールは遥かデンマークで個人の生死の問

題に苦闘した。いかに社会が充実しても、単独者としての人間

が死とどう向き合うか、そこから一回だけの人生をどう活き活き

と生きるのか、がキルケゴールの問であった。 

短い旅ではあったが、ワイズの交流を楽しむとともに、個人の生

きざま、そして社会のあり方に対してある刺激を与えられた機

会にもなった。                      島田 恒 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲストアーティスト 高山 沙織さんのプロフィール 

１９８２年９月１３日神戸生まれ 

バィオリンは幼稚園から始める。中学、高校時代はニュー 

フィルハーモニー・ジュニアオーケストラに所属。 大学は  

アメリカで過ごしコンピューターミュジックを学ぶ。現在は勤

務の合間に Orchestra Musik に出演。６月には伊丹ホー

ルで作曲家であり指揮者のＬeo Eylar 氏のＢｅｅｔｈｏｖｅｎ 

Ｍｅｅｔｓ Ｂｅｒｎｓｔｅｉｎに出演。 

鎌倉クラブ便り 

嬉しいお知らせ － ２人の仲間が増えました 

去る７月例会（総会例会）でお二人の方が入会されまし

た。ここ１年間は会員７名中、１名が退会され、高齢会員

が１名、健康上の理由の方が１名、海外で仕事中の方が

１名で、例会に出席可能な会員は３名となってしまいまし

た。この１年間は、とつかクラブにお願いして合同例会として

おこないました。 

しかしお二人が入会されましたので、計５名となりました。 

次回の例会で、さらにお一人が入会される予定です。 

９月からは時々は鎌倉クラブの例会も考えはじめています。

感謝です。                     田中義宣 

 

キルケゴールの銅像の前で 

大澤メン・メネットへ支援金を 
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西中国部部会訪問の記 

西中国部部会参加のため、鈴木次期理事と柏原次期事務

局長とともに、8 月 30 日の朝新神戸から新幹線で一路岩国

に向かいました。西中国部は旧西部部会が 3分割されたお仲

間で、部会に参加することは楽しみでした。広島で乗り換える

さい、東広島クラブの谷本メンと会いデンマークでの国際大会

以来の再会を喜びました。 

会場は、以前に部会が開催された懐かしい場所でした。九州

からは佐藤理事はじめ 15 名もの方が来年の熊本大会アピー

ルのため）バスをチャーターして朝 5 時の出発で参加されたと聞

き、これには驚きました。例年なら 60 名ほどの部会が 90 名に

もなったとのこと、6名の新会員の入会式があり活気にあふれた

部会でした。六甲部からは山口部長、広瀬書記、次期理事

キャビネットの小野勅紘事務局員が参加されました。 

盛りだくさんのスケジュールがこの日一日に詰め込まれ、メネット

アワー、評議会、それに式典、記念講演、祝宴と３部にわたる

部会、夜は 9 時からエンドレスでＥＭＣ交流会が予定されてお

り、そのエネルギーにまた驚きました。 

記念講演は自閉症の切り絵

画家、上田豊治さんと母親の

上田幸子さんでした。母として

切り絵の才能を開花させ、現

在も活動を続けている話は迫

力があり、講演の間に制作した

切り絵を見て精緻で美しいと

思いました。   

部会のあと開かれた再来年広島で開催の第２回西日本区大

会実行委員会に、鈴木次期理事キャビネットも参加しました。

夜遅く神戸に帰りましたが、懐かしい仲間との交流もあり充実

した楽しい一日となりました。             上野恭男 
 

９月理事通信（抜粋） 

西日本区理事 佐藤典子 

第 68 回国際大会がデンマークで開催され東西日本区から

120 名の参加があり、日本からの参加者全員が壇上で 2010

年横浜国際大会のアピールを華々しく行って参りました。 

さて、9 月はメネット強調月間です。7/20～21 日、熊本でメネ

ット主査会が開催され、「発達障がいへの理解とYMCAの取り

組みについて」のお話しがありました。 

また、いよいよ部会が始まります。部長やホストクラブスタッフの

皆様は準備で、大変お忙しい時期では？と思います。部会で

皆様にお会い出来るのを楽しみにしています。部会にて 2010

年横浜で開催される国際大会に向けてのフラッグリレーも同時

にスタートします。皆様からのメセージをお書きいただきますので

よろしくお願いいたします。 

◇「ロールバック・マラリア」プロジェクトについて 

国際協会では、国連との関係で「ロールバック・マラリア」プロジ

ェクトを推進することとなりました。10 月 24 日、国連の日を  

キックオフとして 09 年 3 月末までの期限を定めた活動で、TOF

やUGPとは別の活動です。詳細は、次月に杉浦地域奉仕主

任よりご連絡いたします。 

◇「ワイズ読本（とくほん）」 10 月発行予定 

「ワイズ必携」に続く、ワイズ理解・発展のための「ワイズ読本」

が一冊 1,000 円で発刊されます。執筆者をはじめ編集委員

会の思いのこもった力作です。ほとんどが新たに編集された内

容であり、奉仕クラブ論（小堀理論）も新たな掲載がなされま

す。今後の研修で使用されるだけでなく、一般の自己啓発の

書物としてもご活用いただけると思います。あらためてご案内を

差し上げます。 

                                                                                       

        
連絡主事 小川勝之 

今後の予定 

◇Y サポーターウエルカムキャンペーン（維持会員増強キャンペ

ーン）「みんなで歌おう！ YMCA ミュージックフェア」（仮称） 

日 時： ９月２７日（土）午後６：３０～８：００ 

場 所： ユースプラザ KOBE・EAST（御影クラッセ４階・阪

神御影駅前） 

出 演： 川上 盾さん（日本基督教団東神戸教会牧師） 

参加費： 500 円 

◇第１９回チャリティーゴルフ 

19 回を数えるチャリティーゴルフが会員活動委員会の実行

委員会で準備されています。すばらしい秋の一日にゴルフで

楽しみませんか？ 

日 程： １０月 ８日（水） 

場 所： 三田カントリー２７ 

参加費： 20,000 円 

◇第２０回午餐会 

次回の午餐会は、気になる方も多いメタボリックシンドローム

について神戸赤十字病院の白坂大輔先生にお越しいただ

き、お話をいただきます。気になる方も気にならない方も是

非、ご出席ください。 

日 時： １０月１８日（土）正午～午後２：３０ 

場 所： 神戸 YMCA ４F サイコー亭 

テーマ： 「知って得するメタボリックシンドロームの話」 

      ―あなたのために、未来のある子どもたちのために― 

講師：白坂大輔さん（神戸赤十字病院消化器科副部長） 

参加費： 3,000 円 

◇今井鎮雄 名誉顧問・名誉主事の長寿を祝う会 

日 時： １１月１５日（土）午後４：００～６：３０ 

場 所： ホテルオークラ神戸 平安の間 

会 費： 10,000 円 

＊当日は今井顧問が記念講演をされます。 

 

ＹＭＣＡニュース 

編集後記： ◇今月も盛り沢山な内容となりました。皆様の

寄稿をお待ちしております。◇ＩＢＣは柏原会長と吉岡交流

委員のお働きでどんどんと前に進んでいます。２０１０年の締

結式に向けて進捗状況は逐次報告します。楽しみですね。

◇秋は六甲部をはじめ各地で部会が開催されます。出来る

だけ参加しましょう。◇このブリテンがお手元に届く頃には秋が

感じられるようになっているでしょうか？       桑野友子 

切り絵作成中の豊治さん 


